
災害時における
自主防災組織の活動について

乙立地区災害対策本部



乙立地区の位置

乙 立
おっ たち



乙立地区の概要

面 積：１８．５５ｋ㎡

人 口：７３１人（平成１８年）

（平成２６年１０月１日現在 ６８１人）

世帯数：２３０世帯（平成１８年）

（平成２６年１０月１日現在 ２１８世帯）

県立自然公園立久恵峡

名 所：県立自然公園立久恵峡

地 勢：中国山地に囲まれた山間の

地域で中央を１級河川の

神戸川が南北に流れている



出雲地方の過去の災害（台風：豪雨）



平常時の神戸川と水位計

水位計の下流水位計の上流



平成１８年豪雨災害の被害状況（出雲市全域）

○人的被害 ⇒ 死者 ３名

○住家被害 ⇒ 床上浸水 １３５戸

⇒ 床下浸水 ６５戸

（上空から見た所原町）（平田灘分地区冠水状況）斐伊川



公共被害（平成１８年の出雲市全域）

・道路 ２４０件

・河川 ６１件

・橋梁 ７件

・公園 ７件

・文教施設 ４件

・市営住宅 １件

・その他公共施設 ６件

・農業用施設等 ５０６件

・林道・林地等 ９４件

・農地 ３８８ｈａ

・商業用施設 ２６件 （破壊され流失した市道朝山54号線）



避難の状況（平成１８年の出雲市全域）

地域 地区 開設避難所数
避難者数

（最大時）

出雲

朝山 ６ １６７

乙立 ５ １５５

上津 １ １５

平田 ６ １，３６２

佐田 ６ １３４

合計 ２４ １，８３３
〔避難所の状況（平田高校）〕



乙立地区の被害状況 １

１．家屋・施設等被害

床上浸水 ４２戸
床下浸水 １０戸
非住家 １５戸

２．橋 梁

流失１、 損壊３

３．農業施設等

用排水路
田・畑の流出
流木、土砂の堆積

４．避難の状況

５１世帯、１５５名

（乙立地区の浸水の状況）



乙立地区の被害状況 ２

（浸水した乙立浄水場とその周辺）



乙立地区の被害状況 ３

（ワイヤーが切れて傾いた立久恵峡・酔さん橋）

（立久恵峡浮嵐橋）



乙立地区の被害状況 ４

（浸水した乙立小学校校庭）



災害対応の状況 １

7月18日 19:00 乙立地区災害対策本部設置

20:30 出雲市消防団乙立分団

警戒巡視開始（河川その他）



災害対応の状況 ２

23:00 ◎第一次避難

神戸川沿線（田代、森原、立久恵、殿川内地区）
の住民に自主避難の呼びかけ〔消防乙立分団〕

23:15
0:25

出雲市が神戸川流域住民に避難勧告発令

◎第二次拡大避難〔対策本部〕森原



災害対応の状況 ３

○乙立地区災害対策本部の活動

１．避難勧奨 ①有線放送による全体広報、情報伝達

②電話による個別連絡

③消防団と消防署による戸別訪問

２．避難支援 ①消防団による要支援者の避難誘導

②避難路の安全確保

３． 一時避難所開設（乙立橋通行止め）

市の指定避難所以外に一時避難所４箇所開設

（集会所、個人住宅）



7月19日未明の乙立橋付近

7月18日深夜の対策本部

平常時の乙立橋付近



災害対応の状況 ４

7月19日 ＡＭ0:38
1:30

第一次避難完了（１１９名）

第二次避難完了（３６名）

3:00 ダムの放流

4:20
1時間後 1ｍ以上水位上昇
最高数位 5.5～６メートル

6:00 第1回二次体制災害対策会議

【この間 随時開催】

7月26日 第19回乙立地区災害対策会議

8月11日 乙立地区災害対策本部解散



災害対策本部の活動



災害対応の状況５

○対策会議の役割 各町内の状況把握と市からの情報伝達

１．被害状況の把握



被害状況の把握



災害対応の状況５

○対策会議の役割 各町内の状況把握と市からの情報伝達

１．被害状況の把握

２．断水対策（復旧情報、給水車運行の周知）

３．仮設トイレ設置要望

４．災害ごみの集積場所決定



災害ゴミの収集


